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に寄与します。 
（３）集合施設の整備が困難な山間部や中小都市が散在する地域における浄化槽の整備
を進め、伊勢湾の水質改善に寄与します。 
   
（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● 市町は、生活排水対策の啓発と処理施設の整備の向上に取り組みます。 
● 県民一人ひとりは、生活排水対策への理解を深め、処理施設の整備に積極的に取
り組みます。 

 
取組方向２：生態系の保全・回復による自然浄化能力の再生に向けて 
（県の取組） 
（１）干潟・藻場の長期的変化や貧酸素水塊の発生原因となる底泥の堆積状況を調査す
るとともに、生物生産性の高い干潟・藻場の造成や再生技術、赤潮の発生防止技術
の開発を進めます。 
（２）干潟・浅場・藻場の造成や再生、富栄養化した底泥を浚渫（しゅんせつ）し底質
を改善することにより、海の持つ自然浄化機能や多様な生物循環機能の再生をはか
ります。 
（３）ノリ、アサリなどの資源量や生産量の増大をはかるなど生態系の保全や回復によ
り海の自然浄化能力を高めることで、陸域から流入あるいは海底に堆積する栄養塩
類の除去をめざします。 

 
（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● 県民一人ひとりは、水質保全意識の向上に努め、藻場・干潟等の保全活動やその
資源調査等に積極的に参加します。 
● 漁業者は、閉鎖性海域における水産業の継続、適切な資源管理、調査研究への協
力・成果の活用を行います。 
● 国、大学等研究機関、漁業関係者等は、藻場・干潟、貧酸素水塊等に関する調査
や研究に連携して取り組みます。 

 
取組方向３：多様な主体の連携による環境保全活動の活性化に向けて 
（県の取組） 
（１）英虞湾における海域環境保全に関する研究の成果を生かして、閉鎖性海域の再生
のための産学官の研究者等による研究交流を推進します。 
（２）「伊勢湾再生推進会議」において、「伊勢湾再生行動計画」のフォローアップを行
いながら、多様な主体の連携による調査研究や普及啓発等に取り組みます。 
（３）「里海」伊勢湾を再生し、豊かな海の恵みを取り戻すために、県民が主体となっ
た海の環境保全のための取組を促進します。 
   
（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● 県民一人ひとりは、環境保全活動への積極的な参加と資源循環型のライフスタイ
ルへの転換に取り組みます。 
● 市民グループや漁業者は、環境保全活動に主体的に取り組みます。 
● 小中学校は、総合学習の時間などを利用した海や生物等に関する環境学習に積極
的に取り組みます。 
● 市町は、市民グループや漁業者、企業等の自主的な活動を支援します。 
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